












私は 2006 年 4 月に筑波大学大学院図書館情報メディア研究科博士前期課程に入学し、




























































する大学にあって求められる大学図書館像－（平成 22 年 12 月）」注１)では、「大学図書館
の現場における育成」の中で「研究者として大学図書館の新たなプロジェクトを開発する
ために調査研究等を行うライブラリアンは、大学図書館に所属しながらも研究を行う職員
であり、大学院において研究者としての知識とスキルを学び、修士もしくは博士の学位を
取得する必要が」あり、またそのためには学部から大学院に進学するだけでなく、現職者
が修士の学位を取得するパターンが考えられると記されました。 
 また新たな大学図書館職員のキャリアパスとして、例えば医学や法学分野など主題専門
性を有する職員の複数大学間での異動や、図書館職員と教員が相互に乗り入れすること、
さらに専門的な知識を持つ外部人材の図書館職員としての採用や、反対に図書館職員が企
業の情報専門家として転職することなどへの展望も示されました。これらのことがすぐに
実現するのは難しいかもしれませんが、まずその一つのステップとして、今後ますます社
会人大学院が機能していくことが重要なのではないかと思われます。またもし大学図書館
界にそのような流動性のある雇用環境が実現するなら、現在不十分な待遇に置かれている
非正規・非専任職員の問題にも解決の糸口が出てくる可能性があると思います。やる気の
ある人には、業界を挙げて奨学金などを用意するシステムができないものでしょうか。 
最後に私自身のことに戻りますが、修士論文で調査し考えたことをもとに、自分の勤務
する図書館でも、曲りなりにもミッションステートメントを作成し、図書館将来計画の策
定に関わることができました。大学院に行ったことは単なる研修としてだけでなく、その
後の業務に自信を持って臨める自分を作り出すことができたという点で、大きな意義があ
ったのではないかと考えています。 
注１） http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/1301602.htm 
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